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株主メモ 営業拠点
事　業　年　度　　４月１日～翌年３月31日
　　　　　　　　　毎年３月31日（ただし、中間配当を行う場合は９月30日）

定時株主総会　　毎年６月
株主名簿管理人　　三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座　口座管理機関
同　連　絡　先　　三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
　　　　　　　　　〒137-8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　　　　　　　　TEL　0120-232-711（通話料無料）
上場証券取引所　　大阪証券取引所JASDAQ市場
公 告 の 方 法　　電子公告により行う

公告掲載URL
http://www.sanrinkk.co.jp/
（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他
のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公
告いたします。）

期末配当金受領
株 主 確 定 日

【お　知　ら　せ】
株券電子化によるご注意
⑴　株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種
お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管
理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開
設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人
　（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意く
ださい。
⑵　特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ
いたします。
⑶　配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当
金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこと
となりました。振込指定のお手続きにつきましては詳しくは各
口座管理機関にお問合せください。
⑷　未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

平成２３年４月１日～平成２３年９月３０日
中  間  報  告  書
第78期

「おひさま」の舞台　安曇野の蕎麦の花と北アルプス
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　石油事業部門では、震災の影響による需要の減
退および低燃費車の増加等を受けて、業者間の廉
売競争がさらに熾烈化し、利益確保がますます厳
しい状況で推移いたしました。この中で当社はSS
のロングキャンペーン等を実施し、増販に努めま
した。
　LPガス事業におきましては、５月に史上最高
値を記録したLPガスのCP価格が６月以降は値下
がり傾向に転じました。その中で当社はサブユー
ザーへの営業推進強化等により、販売数量の確保
に努めました。また、バルク供給件数は２万６千
戸となり、小売りの販売数量の73％を占めるまで
となっております。
　住設部門ではリフォーム事業が増強５か年計画
の最終年となり、社内で提案営業力アップを図る
ための研修や訓練を行い、よりお客様にご満足い
ただける商材やサービスの提供を行いました。ま
た、環境事業部門におきましては、震災の影響を
受けた社会の環境意識の高まりにより、一層巨大
な市場となっている太陽光発電システムの拡販に
努めてまいりました。
　一方、当社事業の基本であります「LPガス消
費者保安」につきましては、自己完結型の自主保
安体制強化に引き続き努めており、高度保安実施
事業者としての「液化石油ガス認定販売事業者」
の地位を堅持しております。

営業の概況（連結）

2

株主の皆さまへ

代表取締役社長

柳　澤　勝　久

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　当社第78期第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９
月30日まで）のご報告にあたり一言ご挨拶申しあげます。当期間にお
けるわが国経済は、東日本大震災と原発事故の影響により多大な影響
を受けた企業活動や個人消費において、緩やかな回復の兆しが見られ
たものの、欧州の金融不安や米国経済の停滞懸念を背景に円高・株安
基調が続いており、景気の先行き懸念が払拭されない状況となりました。
　当社グループの主要事業でありますエネルギー業界におきましては、
福島第一原発の事故によって業界を取り巻く環境は一変し、原子力に
依存しすぎた政策の見直しとエネルギー業界再編が喫緊の課題となっ
ております。
　このような状況のもとで当社グループは、従来から提案してまいり
ました「エネルギーのベストミックス」によってこそ、社会コストも
含めたあらゆる諸問題に耐え得るエネルギー供給構造を実現できるも
のと確信し、環境に優しいLPガスや太陽光発電等の再生可能エネルギ
ーを含めたトータルな提案営業を積極的に行い、エネルギー利用の高
効率化を推進してまいりました。また、燃料類の仕入価格の変動に応じた適正利益の確保、最適な経費構
造で店舗運営できる体制の確立に向けたコスト削減等により、収益力の向上に努めてまいりました。
　当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、東日本大震災の影響によって、特に業務用
燃料類の販売数量が前年同期に比べて減少したこと等により、売上高は125億90百万円（前年同期比1.7％減）
となりましたが、適正利益の確保、経費削減等により、経常利益は342百万円（前年同期比13.0％増）となり
ました。また、固定資産売却益を計上したこと等により、純利益は209百万円（同62.4％増）となりました。
　株主の皆さまにおかれましては、今後ともより一層のご支援を賜りますようおねがい申しあげます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年12月

■財務ハイライト
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　住設部門ではリフォーム事業が増強５か年計画
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■財務ハイライト



財務指標 財務指標

3 4

四半期連結貸借対照表（要旨） 当第２四半期末（平成23年９月30日現在）  
前　　期　　末（平成23年３月31日現在） 

負債の部
流動負債
　支払手形及び買掛金
　短期借入金
　１年内返済予定の長期借入金
　リース債務
　未払法人税等
　賞与引当金
　その他
固定負債
　長期借入金
　退職給付引当金
　役員退職慰労引当金
　リース債務
　資産除去債務
　繰延税金負債
　その他
負債合計
純資産の部
株主資本
　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　自己株式
その他の包括利益累計額
　その他有価証券評価差額金
少数株主持分
純資産合計
負債純資産合計

資産の部
流動資産
　現金及び預金
　受取手形及び売掛金
　商品及び製品
　仕掛品
　原材料及び貯蔵品
　繰延税金資産
　その他
　貸倒引当金
固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
　　投資有価証券
　　繰延税金資産
　　差入保証金
　　その他
　　貸倒引当金

資産合計

8,301
4,070
2,536
1,253
32
216
125
70
△5

11,508
8,233
240

3,034
2,336
343
224
174
△45

19,809

9,036
3,782
3,562
1,227

7
197
151
117
△11

11,644
8,418
246

2,979
2,242
362
227
193
△46

20,680

4,969
1,779
2,452
89
0

130
155
360

1,546
189
807
221
1
22
126
177

6,515

13,171
1,512
1,246
10,753
△341
96
96
25

13,293
19,809

5,740
2,414
2,452
129
0
63
234
445

1,639
199
790
333
2
15
124
174

7,380

13,172
1,512
1,246
10,754
△341
101
101
26

13,299
20,680

当第2四半期末 前期末 当第2四半期末 前期末
（単位：百万円） （単位：百万円）

四半期連結損益計算書（要旨） 当第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）    
前第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）    

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別利益
特別損失
税金等調整前四半期純利益
法人税等
少数株主損益調整前四半期純利益
少数株主損失
四半期純利益

12,590
9,646
2,944
2,685
259
98
15
342
106
46
403
193
209
△0
209

12,802
9,856
2,945
2,740
205
113
15
303
6
57
251
123
127
△1
129

当第2四半期累計期間 前第2四半期累計期間
（単位：百万円）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）当第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）    前第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）    

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の四半期末残高

736
△24
△259
2,509

348
795

△1,591
1,374

当第2四半期累計期間 前第2四半期累計期間
（単位：百万円）

（第2四半期連結累計期間）
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（第2四半期連結累計期間）
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■株式の状況
　　①　発行可能株式総数　　　40,000,000株
　　②　発行済株式の総数　　　12,300,000株
　　③　１単元の株式の数　　　　　1,000株
　　④　株　　主　　数　　　　　　707名

株　　主　　名 持株数（千株） 出資比率（％）
1,676
614
575
512
500
352

346
331
323
203

14.3
5.3
4.9
4.4
4.3
3.0

3.0
2.8
2.8
1.7

株 式 会 社 ミ ツ ウ ロ コ
等 々 力 　正 　 敏
株 式 会 社 八 十 二 銀 行
リ ン ナ イ 株 式 会 社
東燃ゼネラル石油株式会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（管理信託口　79212）
須 　 澤 　 孝 　 雄
曽 根 原 　 充 　 夫
曽 根 原 　 か つ 江
青 沼 政 雄

■上位株主

■役員の状況（平成23年９月30日現在）
代表取締役会長
代表取締役社長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

二　木　馨　三
柳　澤　勝　久
川　窪　磯　男
田　島　　　直
小　川　　　廣
大　槻　清　人
山　崎　貞　男
寺　澤　久　水
塩　原   規   男
矢   口   秀   明
田　島　晃　平
須　澤　孝　充
高　野　　　朗
坂　内　富　夫
川　岸　　　隆
山　根　伸　右（社外監査役）
神　澤　正　哲（社外監査役）

●　社　　　名／サンリン株式会社
●　設　　　立／昭和９年12月19日
●　資　本　金／15億1,280万円
●　従 業 員 数／481名（グループ人員）
●　事業の内容／石油製品、LPガス、一般高圧ガスおよ
　　　　　　　び住設機器の販売、煉炭・豆炭の製造
　　　　　　　販売

●　子 会 社 等／三鱗運送株式会社　
　　　　　　　ウロコ興業株式会社　
　　　　　　　富山サンリン株式会社
　　　　　　　サンエネック株式会社　
　　　　　　　上伊那ガス燃料株式会社　
　　　　　　　サンリン松本エネルギー株式会社
　　　　　　　田中製氷冷凍株式会社
　　　　　　　新潟サンリン株式会社　

（注）出資比率は自己株式616千株を控除して計算しております。

株式の状況 会社の概要 （平成23年９月30日現在）（平成23年９月30日現在）

◆ホームページを全面リニューアル

　当社では「信州の気候風土に適した家庭用
エネルギー」「エネルギーと環境のハーモニー」
をお客様へ提案しております。
　コスト面につきましても右図のようにガス
メイン住宅が優れております。
　サンリンは、お客様に正確な情報を提供し
快適な生活ができるよう応援してまいります。

◆比べてお得ガスメイン住宅

　このたび、自社建物への太陽光発電パネルの
設置や、営業拠点の移転統合といった設備投資
の資金を調達する目的で、自社保有の株式60万
株を第三者割当により売却いたしました。
　割当先は株式会社長野銀行とリンナイ株式会
社です。調達した資金は３億円で、前記の設備
投資に有効活用する予定になっております。

◆第三者割当による自己株式の処分を実施

　当社は平成12年にホームページを開設いたしましたが、このほど全面的にリニューアルをいたしました。
　リフォームや太陽光発電などのお客様が求める情報をよりわかりやすく、よりスピーディーにお届けする
ことができるようになりました。
　ぜひ当社のホームページにアクセスしてみ
てください。

　URL:http://www.sanrinkk.co.jp/ 

トピックス

ガスコンロ、ハイブリッド給湯器、温水ルームヒーター2台　ガス料金：バルク料金

IHクッキングヒーター、エコキュート、エアコン2台　　電気料金：Eライフ料金

ガスメイン住宅
オール電化住宅

ライフサイクルで見るガスメイン住宅とオール電化住宅のトータルコスト比較
（初期投資費用＋年間光熱費の推移）

設置機器（価格はメーカー希望小売価格。標準施工費とランニングコストは当社試算。消費税込み）

１
年
目

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

機
器
交
換
費

５
年
目

１０
年
目

１５
年
目

２０
年
目

経過年数

初期投資

１０年目で機器を交換すると
オール電化住宅はさらにコ
スト高になります。

ガスメイン住宅
オール電化住宅
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この報告書は、環境に優しい植物油インキを
使用して印刷しています。

松川I.C.

飯田
I.C.

駒ケ根I.C.

伊那I.C.

伊北I.C.

諏訪I.C.

上田菅平
I.C.

小諸I.C.

岡谷I.C.

更埴I.C.

三才山トンネル

山形村
塩尻市

松本市

茅野市

松川村

白馬村

駒ヶ根市

伊那市

上越市 新潟市

長野市
中野市

平井寺
　トンネル

19

19

147

148

安曇野市 上田市

小諸市

佐久市

飯田市

事業所所在地

富山市

株主メモ 営業拠点
事　業　年　度　　４月１日～翌年３月31日
　　　　　　　　　毎年３月31日（ただし、中間配当を行う場合は９月30日）

定時株主総会　　毎年６月
株主名簿管理人　　三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座　口座管理機関
同　連　絡　先　　三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
　　　　　　　　　〒137-8081東京都江東区東砂七丁目10番11号
　　　　　　　　　TEL　0120-232-711（通話料無料）
上場証券取引所　　大阪証券取引所JASDAQ市場
公 告 の 方 法　　電子公告により行う

公告掲載URL
http://www.sanrinkk.co.jp/
（ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他
のやむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公
告いたします。）

期末配当金受領
株 主 確 定 日

【お　知　ら　せ】
株券電子化によるご注意
⑴　株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種
お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管
理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開
設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人
　（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意く
ださい。
⑵　特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せ
ください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ
いたします。
⑶　配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当
金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこと
となりました。振込指定のお手続きにつきましては詳しくは各
口座管理機関にお問合せください。
⑷　未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

平成２３年４月１日～平成２３年９月３０日
中  間  報  告  書
第78期

「おひさま」の舞台　安曇野の蕎麦の花と北アルプス


